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序一
七
世
紀
後
半
に
現
れ
る
出
島
蘭
館
医
が
日
本
人
弟
子
に
授
与
す
る
外
科
免
許
状
は
、
初
期
紅
毛
流
外
科
の
医
学
的
・
社
会
的
受
容
を
示

太
田
黒
玄
淡
の
阿
藺
陀
外
科
免
許
状
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

〔
要
旨
〕
一
六
五
○
年
代
後
半
か
ら
約
三
○
年
間
に
わ
た
り
出
島
蘭
館
医
が
交
付
し
て
い
た
外
科
免
許
状
に
関
し
て
蘭

館
側
と
日
本
側
の
評
価
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
免
許
状
は
、
初
期
紅
毛
流
外
科
を
追
究
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な

史
料
で
あ
る
。
現
存
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
そ
の
背
景
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
免
許
状
の
取
得
者
太

田
黒
玄
淡
（
元
禄
七
年
没
）
は
筑
後
国
中
折
地
村
の
大
庄
屋
太
田
黒
小
左
衛
門
の
次
男
だ
っ
た
。
玄
淡
は
江
戸
で
老
中

久
世
広
之
に
仕
え
て
か
ら
、
出
島
商
館
で
外
科
術
を
学
び
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
に
免
許
状
を
受
け
た
。
再
び
江
戸

へ
戻
っ
た
玄
淡
は
、
阿
波
藩
の
五
代
藩
主
蜂
須
賀
綱
通
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
溝
上
玄
淡
と
し
て
六
代
藩
主
綱
矩
か
ら
も

高
い
評
価
を
受
け
な
が
ら
、
徳
島
で
幕
末
ま
で
続
く
医
家
の
基
盤
を
築
き
上
げ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
太
田
黒
玄
淡
、
溝
上
玄
淡
、
外
科
免
許
状
、
紅
毛
流
外
科
、
阿
波
藩

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
杉
立
義
一

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
九
巻
第
三
号
平
成
十
五
年
一
月
十
日
受
付

平
成
十
五
年
九
月
二
十
日
発
行
平
成
十
五
年
八
月
二
十
日
受
理
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紅
毛
人
の
外
科
学
と
日
本
人
と
の
出
会
い
は
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
時
代
に
ま
で
遡
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
船
が
平
戸
に
停
泊
し
て
い
る

（
１
）

間
に
外
科
医
た
ち
が
上
陸
し
、
と
き
お
り
日
本
人
の
患
者
も
診
察
し
て
い
た
。
商
館
が
長
崎
に
移
っ
て
か
ら
は
外
科
医
が
出
島
に
常
駐
し
、

商
館
長
の
江
戸
参
府
に
も
同
行
す
る
事
に
な
る
。
そ
の
た
め
日
藺
医
学
交
流
の
条
件
も
向
上
し
、
商
館
医
に
対
す
る
日
本
側
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
や
薬
品
の
注
文
な
ど
が
徐
々
に
商
館
長
日
誌
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
六
五
○
年
に
特
使
フ
リ
ジ
ウ
ス
（
シ
且
臥
隅
卑
尉
旨
の
）

と
共
に
江
戸
へ
赴
い
た
カ
ス
パ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
右
画
９
日
粋
冨
ョ
胃
侭
の
『
）
は
三
○
年
戦
争
で
治
療
経
験
を
積
ん
だ
外
科
医
で
、
彼

と
、
西
洋
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
井
上
筑
後
守
政
重
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
外
科
学
に
対
す
る
関
心
は
急
速

な
高
ま
り
を
見
せ
る
。
異
例
の
一
○
ヶ
月
間
に
も
わ
た
る
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
江
戸
滞
在
中
、
紅
毛
流
外
科
の
基
盤
が
築
か
れ
、
そ
の
後
、

薬
品
、
書
籍
や
器
具
類
の
注
文
が
著
し
く
増
え
て
い
る
。
出
島
商
館
長
日
誌
に
は
日
本
人
に
よ
る
外
科
医
へ
の
相
談
や
往
診
依
頼
に
関
す
る

（
２
）

記
述
が
次
第
に
多
く
な
る
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
が
日
本
を
離
れ
て
ま
も
な
く
、
そ
の
後
任
の
外
科
医
た
ち
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
西
洋
外

科
術
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
日
本
人
の
訪
問
を
受
け
た
。
手
順
は
い
つ
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
ず
長
崎
奉
行
が
商
館
長
に
協
力
を
求
め
る
。

商
館
長
は
そ
れ
を
了
解
し
、
通
詞
と
入
門
志
望
者
同
席
の
上
、
外
科
医
に
指
導
を
命
じ
る
。
そ
の
最
初
の
例
は
一
六
五
二
年
の
夏
の
日
誌
に

見
ら
れ
る
。

す
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
は
、
そ
の
阿
藺
陀
外
科
免
許
の
普
及
及
び
特
徴
を
分
析
し
、
現
存
す
る
五
つ
の
免
許
状
の
当
時

の
受
取
人
の
う
ち
に
、
そ
の
背
景
が
不
明
で
あ
っ
た
太
田
黒
玄
淡
の
出
生
地
及
び
生
涯
を
追
究
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
本
日
、
通
詞
全
員
と
島
の
乙
名
が
来
て
、
奉
行
与
兵
衛
よ
り
、
我
々
の
外
科
医
が
日
本
人
に
外
科
術
指
導
を
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。

（
３
）

こ
れ
は
御
奉
行
様
特
別
の
ご
厚
意
で
あ
り
、
喜
ん
で
承
諾
し
た
。
」

幕
府
の
高
官
が
出
島
藺
館
医
に
強
い
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
も
、
新
し
い
医
術
の
普
及
を
促
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
六
五
七
年
一
月
一
四

出
島
藺
館
に
お
け
る
外
科
授
業
と
そ
の
成
果
の
証
明
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「
日
曜
日
、
昼
食
を
す
ま
せ
る
と
し
ば
ら
く
し
て
奉
行
の
も
と
か
ら
、
通
詞
全
員
と
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
触
れ
た
日
本
人
医
師
が
遣
わ
さ

れ
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
流
の
治
療
術
に
関
す
る
二
冊
の
書
物
に
つ
い
て
語
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
こ
の
医
師
が
大
目
付
筑
後
殿
の
命
を

受
け
、
我
々
の
上
外
科
医
が
誠
実
に
ま
た
よ
い
文
体
で
語
っ
た
も
の
を
、
通
詞
の
助
け
を
得
て
翻
訳
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
か
ら
奉
行
の

名
に
お
い
て
こ
の
書
物
を
江
戸
へ
持
参
し
、
大
目
付
に
渡
す
所
存
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
ま
ず
外
科
医
が
署
名
し
、
さ
ら
に
は
私
自

ら
も
署
名
し
て
、
外
科
医
が
上
述
の
医
師
に
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
を
基
に
教
授
し
た
こ
と
に
は
全
く
間
違
い
が
な
く
、
最
高
の
知
識
を
も

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
自
身
は
異
様
で
ば
か
げ
た
理
由
づ
け
だ
と
思
い
、
断
り
た

（
４
）

か
つ
た
が
、
逆
ら
う
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
奉
行
の
要
求
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
」

こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
外
科
医
が
、
そ
の
教
え
が
き
ち
ん
と
相
手
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
保
証
し
た
最
初
の
例
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
へ

持
参
し
た
書
物
は
同
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ワ
ー
ゲ
ナ
ー
と
ハ
ン
ケ
の
名
を
記
し
た
写
本
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分

（
５
）

館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

同
じ
時
期
に
奉
行
の
依
頼
で
波
多
野
玄
洞
に
対
す
る
外
科
教
育
が
始
ま
っ
た
。
商
館
日
誌
に
は
、
代
官
末
次
平
蔵
の
叔
父
だ
と
記
さ
れ
て

（
６
）

い
る
。
玄
洞
へ
の
教
育
は
長
期
間
に
及
ん
だ
。
ワ
ー
ゲ
ナ
ー
が
一
六
五
七
年
秋
に
日
本
を
離
れ
た
と
き
、
後
任
の
商
館
長
ブ
ヘ
リ
オ
ン
（
旨
四
自

国
ｏ
屋
ｇ
ｇ
Ｏ
ｐ
）
は
、
玄
洞
が
「
外
科
医
の
部
屋
へ
自
由
に
出
入
り
で
き
る
」
よ
う
に
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。
ブ
ヘ
リ
オ
ン
は
こ
れ
を
承
諾

（
７
）

し
外
科
医
に
は
、
望
ま
れ
れ
ば
い
つ
で
も
指
導
す
る
よ
う
命
じ
た
。
一
六
五
八
年
七
月
の
日
誌
に
は
、
玄
洞
は
こ
の
五
、
六
ヶ
月
間
、
毎
日

よ
う
、
ド
イ
》

に
要
請
し
た
。

日
に
長
崎
奉
行
黒
川
与
兵
衛
正
直
は
、
大
目
付
井
上
の
命
令
で
儒
医
向
井
元
升
が
何
ヶ
月
も
か
け
て
出
島
で
作
成
し
た
報
告
書
に
署
名
す
る

よ
う
、
ド
イ
ツ
出
身
の
商
館
長
ツ
ァ
ハ
リ
ァ
ス
・
ワ
ー
ゲ
ナ
ー
（
腺
呂
閏
園
の
言
凋
①
ロ
閏
）
と
外
科
医
ハ
ン
ス
・
ハ
ン
ヶ
国
目
の
国
自
民
①
）

阿
藺
陀
外
科
免
許
状
と
そ
の
内
容
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日
本
人
が
非
常
に
急
い
で
い
た
様
子
は
他
の
商
館
日
誌
に
も
と
き
お
り
見
ら
れ
る
。
商
館
長
ハ
パ
ル
ト
（
⑦
異
国
①
帛
箇
項
）
四
己
は
一
六
五

四
年
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

、、

ここエ

（
８
）

指
導
を
受
け
て
い
る
、
と
書
い
て
あ
る
。
彼
は
ま
も
な
く
江
戸
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
外
科
医
に
指

導
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
し
て
欲
し
い
、
と
要
請
し
た
。
代
官
へ
の
敬
意
も
あ
り
、
奉
行
も
こ
の
教
育
を
承
知
し
て
い
た
の
で
、
ブ
ヘ
リ
オ

（
９
）

ン
は
外
科
医
の
デ
・
ラ
・
ト
ン
ブ
（
聾
２
８
号
匿
弓
○
日
蔚
）
に
、
こ
の
証
明
書
を
発
行
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る

最
初
の
免
許
状
だ
が
、
残
念
な
が
ら
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
以
降
二
七
年
間
に
わ
た
っ
て
免
許
状
に
関
す
る
記
述
が
商
館
日
誌
に
見
ら
れ
る
。
免
許
状
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
発
行
さ
れ
た
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
数
年
に
わ
た
っ
て
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
商
館
長
に
関
心
が
な
か
っ
た
た
め
だ
と
い
う

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
六
○
年
代
終
わ
り
か
ら
七
○
年
代
初
め
に
か
け
て
、
医
術
の
教
育
を
受
け
る
た
め
多
く
の
医
師
が
長

崎
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
一
○
年
も
の
養
成
期
間
を
見
込
ん
で
派
遣
さ
れ
て
き
た
、
老
中
稲
葉
正
則
に
仕
え
た
医
師
の
一
二
歳

（
川
）

に
な
る
息
子
も
い
た
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
免
許
状
が
、
た
い
て
い
こ
の
時
期
に
発
行
さ
れ
て
い
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
最
後
の
免
許
状

（
Ⅲ
）

が
一
六
八
五
年
に
黒
田
藩
の
原
三
信
に
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
紅
毛
流
外
科
が
十
分
に
確
立
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
外
国
人
に
よ

る
証
明
書
は
不
要
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

一
部
の
商
館
長
は
出
島
に
お
け
る
外
科
教
育
と
弟
子
た
ち
が
受
け
取
る
免
許
に
つ
い
て
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
。
一
六
七
四
年
二
月
一

六
日
に
カ
ン
フ
フ
イ
ス
（
旨
冒
自
己
朗
○
四
日
目
且
の
）
が
酷
評
し
て
い
る
。

「
奉
行
は
外
科
学
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
、
ま
た
も
医
師
を
送
っ
て
き
た
。
ロ
バ
に
博
士
号
を
与
え
る
た
め
、
外
科
医
に
は
大
急
ぎ

で
仕
事
を
さ
せ
る
。
通
詞
に
よ
る
と
、
こ
の
医
師
は
筑
後
の
殿
様
に
仕
え
る
医
師
で
あ
り
、
先
だ
っ
て
外
科
学
の
教
育
を
終
了
し
立
派

な
免
許
を
受
け
取
っ
た
別
の
弟
子
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
語
の
免
許
状
を
取
得
さ
せ
る
た
め
、
奉
行
が
取
り
計
ら
っ

（
⑫
）

た
と
い
う
こ
と
だ
。
」
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こ
の
よ
う
な
疑
問
は
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ
外
科
医
組
合
規
定
（
ニ
ハ
ニ
七
年
二
月
二
七
日
）
で

（
恥
）

の
外
科
試
験
項
目
が
示
す
よ
う
に
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
若
い
外
科
医
は
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
は
外

科
医
の
弟
子
の
基
礎
教
育
は
三
年
間
か
か
っ
て
い
る
。
試
験
に
合
格
し
た
者
は
従
弟
期
間
修
了
証
を
交
付
し
て
も
ら
い
修
業
の
旅
に
出
る
。

そ
れ
で
も
数
年
後
帰
っ
て
き
た
若
い
外
科
医
た
ち
の
多
く
は
親
方
（
三
①
興
国
）
に
昇
進
す
る
た
め
の
受
験
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
親
方
の

（
喝
）

息
子
で
な
い
と
相
当
の
実
力
が
な
け
れ
ば
、
出
世
の
機
会
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
外
科
医
採
用
試
験

の
準
備
の
た
め
に
ヘ
ル
ス
が
刊
行
し
た
「
外
科
学
試
験
」
目
×
画
冒
９
号
門
。
ご
昌
門
喝
①
）
に
も
約
二
三
五
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
解
剖
学
を
始
め
と

（
略
）

し
た
、
病
気
や
治
療
方
法
に
関
す
る
数
々
の
項
目
が
示
さ
れ
、
一
七
世
紀
後
半
の
外
科
医
に
対
す
る
要
求
の
幅
広
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
頭
に
つ
い
て

「
夕
刻
外
科
医
が
皇
帝
の
医
師
長
宗
悦
殿
の
屋
敷
に
招
か
れ
て
色
々
の
病
気
と
そ
の
治
療
法
及
び
薬
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
後
、
丁
重
な

酒
食
の
饗
し
を
受
け
た
。
こ
の
異
教
徒
ら
は
医
師
と
少
時
の
談
話
で
予
習
も
記
録
も
せ
ず
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
医
術
を
学
ぼ
う
と
考
え
る

（
田
）

ら
し
い
。
」

頭
蓋
に
つ
い
て

虫
に
ト
ト
同
ｎ
Ｈ
川
舜
１
。
Ⅳ
廿
画
》
、
１
Ｌ
ｖ
》

腹
の
傷
と
内
臓
が
射
抜
か
れ
た
傷
に
つ
い
て

肩
と
腰
に
つ
い
て

と
干
引
、

腕
と
足
に
つ
い
て

手
足
の
脱
臼
と
捻
挫
に
つ
い
て

脳
硬
膜
と
脳
軟
膜
に
つ
い
て

手
足
の
骨
折
に
つ
い
て

胸
に
つ
い
て
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（
ｒ
）

「
我
々
は
ま
た
も
、
通
詞
全
員
で
、
筑
後
殿
の
た
め
に
既
述
の
医
師
元
升
に
薬
品
の
作
り
方
を
説
明
し
て
忙
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」

数
十
年
後
来
日
し
た
医
師
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
も
、
通
詞
の
語
学
力
に
失
望
し
た
。
彼
は
一
六
九
○
年
後
半
に
、
部
屋
小
遣
い

今
村
源
右
衛
門
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
「
文
法
的
に
」
に
教
え
た
結
果
で
、
源
右
衛
門
は
「
こ
れ
ま
で
の
通
詞
で
は
及
ば
な
い
ほ
ど
、
オ
ラ
ン
ダ

呼
ば
れ
た
よ
う
だ
。

仕
事
場
の
建
設
と
そ
の
設
備
に
つ
い
て
」

日
本
で
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
人
外
科
医
と
弟
子
と
の
間
に
言
葉
の
壁
も
あ
っ
た
。
向
井
元
升
が
五
○
年
代
に
大
目
付
井
上
政
重
の
命
令
で
出
島

で
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
と
そ
の
治
療
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
作
成
し
た
と
き
に
は
、
向
井
元
升
が
商
館
を
訪
れ
る
度
に
、
阿
藺
陀
通
詞
全
員
が

膏
薬
の
効
力
と
作
用
、
性
質
に

膏
薬
の
準
備
と
調
合
に
つ
い
て

症
状
と
発
作
に
つ
い
て

危
険
な
損
傷
に
つ
い
て

止
血
、
飲
み
薬
、

潟
血
に
つ
い
て

腫
れ
た
傷
に
つ
い
て

致
死
の
傷
に
つ
い
て

関
節
の
負
傷
に
つ
い
て

手
足
の
切
り
傷
に
つ
い
て

手
足
の
射
創
に
つ
い
て

口
が
開
い
た
り
、
炎
症
を
起
こ
し
た
り
、

粉
に
よ
る
止
血
に
つ
い
て

性
質
に
つ
い
て
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（
肥
）

語
を
書
き
、
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
自
負
し
て
い
る
。

出
島
で
の
外
科
授
業
に
費
や
し
た
期
間
が
短
い
と
い
う
批
判
は
当
た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
弟
子
た
ち
が
長
期
間
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に

い
た
と
し
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
の
知
識
が
身
に
つ
い
た
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
外
科
医
に
と
っ
て
す
べ
て
の
基
礎
だ
っ
た
体
液

病
理
学
は
日
本
人
弟
子
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
説
明
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
東
洋
医
学
と
の
接
点
の
な
い
意
味
不
明
の
用
語
に
あ
ふ
れ
る
説

（
四
）

明
を
聞
い
た
日
本
人
は
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
一
七
世
紀
に
広
ま
っ
た
紅
毛
流
外
科
の
写
本
の
中
に
、
体
液
病
理
学
に

（
測
）

関
し
て
は
、
一
つ
の
短
い
概
観
し
か
見
ら
れ
な
い
の
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

日
本
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
一
六
六
八
年
に
商
館
長
フ
ロ
イ
ス
（
旨
ｎ
号
⑦
晟
且
の
）
と
商
館
長
代
理
の
ニ
コ
ラ

（
剛
）

ｌ
ス
・
デ
・
ロ
イ
（
目
８
匿
閉
号
詞
且
）
、
外
科
医
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ッ
シ
ュ
ｅ
“
昌
里
画
匡
の
ｇ
）
が
署
名
し
嵐
山
甫
安
に
交
付
し
た
免
許
状

に
は
貴
重
な
手
掛
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
免
許
状
は
現
存
す
る
最
古
の
も
の
だ
。

「
我
ら
下
記
の
者
共
は
、
平
戸
侯
の
臣
に
し
て
甫
安
と
名
乗
る
日
本
人
が
、
久
し
い
問
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
た
ち
に
つ
い
て
勉
強
し
、
（
我

ら
の
知
る
如
く
）
完
全
に
外
科
の
医
術
を
教
授
せ
ら
れ
た
こ
と
を
承
認
し
、
か
つ
証
明
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
医
薬
の
効

能
に
精
通
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
我
ら
に
充
分
の
証
拠
を
与
え
た
。
よ
っ
て
我
ら
は
彼
を
良
外
科
医
と
宣
言
す
る
。

於
日
本
、
長
崎
商
館
一
六
六
八
年
一
月
一
二
日

ニ
コ
ラ
ー
ス
・
デ
・
ロ
イ

（
”
）

出
島
の
外
科
医
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
シ
ュ
」

オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
章
に
は
、
出
島
の
阿
藺
陀
通
詞
七
名
と
出
島
乙
名
馬
田
九
郎
左
衛
門
が
署
名
し
た
訳
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
指

（
認
）

導
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
も
興
味
深
い
。

日
本
、
長
崎
商
館

ヤ
ー
コ
ブ
・
フ
ロ
イ
ス
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●
ホ
ロ
カ
ヘ
シ
ノ
ハ
器
剤
製
藥

鬚
崇
大
方

諸

●
膏
藥
治
方
製
藥

同
剤
功
能
治
方

●
ラ
フ
メ
ン
ト
ノ
療
方
製
藥

同
機
功
能
治
方

同
方
功
能
治
方

●
ハ
ッ
ハ
ス
ノ
療
方
製
藥

同
機
功
能
治
方

（
型
）

●
シ
ロ
ヘ
フ
ノ
療
方
製
藥

同
方
功
能
治
方

●
煎
油
秘
方
製
藥

同
方
功
能
治
方

（
妬
）

●
テ
リ
ャ
ア
カ
ノ
方
製
藥

同
剤
功
能
治
方

（
郡
）

●
メ
デ
リ
ダ
ア
テ
ノ
方
製
藥

同
方
功
能
治
方

●
レ
リ
エ
ス
ニ
リ
ラ
イ
ノ
方
製
藥

同
方
功
能
治
方

（
”
）

●
コ
ン
ヘ
キ
シ
ア
メ
キ
ノ
方
製
藥

同
方
功
能
治
方

（
犯
）

●
ヲ
ツ
フ
ョ
ム
ノ
方
製
藥

同
方
功
能
治
方

●
ヘ
レ
シ
ヒ
タ
ハ
ノ
方
製
藥

同
方
功
能
治
方

（
酌
）

●
ソ
ヒ
リ
マ
ヘ
ト
ノ
方
製
藥

同
剤
功
能
治
方

（
卯
）

●
ロ
フ
ト
ウ
リ
ウ
ン
ノ
方
製
藥

同
方
功
能
治
方

●
ア
、
ソ
ワ
ヒ
イ
テ
マ
テ
ョ
リ
ノ
煎
方

（
別
）

●
フ
ラ
ン
タ
ビ
ン
ノ
煎
方

器
用

（
蛇
）

●
テ
ス
ト
レ
ヘ
ル
図
形

●
藥
草
為
水
作
療

同
方
功
能
治
方

●
テ
ス
ト
ル
メ
ン
ト

不
可
以
器
物
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羽
）

●
ア
ナ
ト
メ
ヘ
ヤ
傳
授
●
打
關
折
傷
連
骨
之
事

木
草
原
始
●
眼
耳
鼻
歯
咽
喉
治
方
事

●
ブ
ヘ
ク
バ
ン
ブ
ル
●
手
足
背
筋
縮
引
事

各
傳
授
●
瘻
瘤
余
肉
血
疾
治
方
事

無
謡
定
●
金
瘡
療
治
用
藥
渭
療
事

●
阿
藺
陀
式
藥
功
能
治
方
同
症
明
可
否
事

同
諸
藥
製
療
方
同
症
血
流
連
清
療
事

同
藥
種
代
理
方
同
症
血
落
圓
胴
堕
事

●
望
間
瘡
腫
知
可
否
事
同
症
生
悪
宕
内
托
事

同
症
始
用
藥
清
療
事
●
身
骨
鉄
玉
抜
放
事

同
症
内
托
療
方
事
●
審
國
寶
種
述
和
名
知
事

同
症
肺
癌
腸
癌
内
托
事
同
土
病
名
化
倭
詞
事

同
症
真
針
傳
授
事
●
生
類
山
海
見
季
製
藥
事

同
症
經
絡
傳
授
事
●
随
季
知
草
邑
傳
授
事

●
勘
經
絡
放
悪
血
秘
傳
事
的

主
と
し
て
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
膏
薬
の
製
造
法
と
効
能
、
使
用
法
。
シ
ロ
ッ
プ
の
製
造
法
。
テ
リ
ア
ク
の
処
方
。
薬
草
の
利
用
法
。

薬
草
か
ら
の
薬
油
蒸
留
。
オ
ラ
ン
ダ
製
薬
品
の
性
質
と
利
用
法
。
腫
物
、
打
撲
傷
、
骨
折
、
負
傷
及
び
目
や
鼻
、
耳
、
歯
、
喉
の
治
療
法
。

潟
血
。
弾
丸
の
取
り
出
し
方
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
専
門
用
語
の
日
本
語
訳
。
動
植
物
の
医
学
的
利
用
法
。
解
剖
学
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
外
科
医
養
成
と
は
さ
ほ
ど
の
違
い
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
免
許
状
の
原
文
と
阿
藺
陀
通
詞
が
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付
け
た
和
訳
・
解
説
文
が
一
致
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
商
館
医
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
甫
安
は
オ
ラ
ン
ダ
医
薬
の
効
能
に
精
通
し
て
い

る
と
し
か
書
い
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
「
我
ら
の
知
る
如
く
」
と
い
う
言
い
回
し
も
ブ
ッ
シ
ュ
の
い
く
ら
か
消
極
的
な
姿
勢
を
示
唆
し
て
い
る
。

現
存
の
免
許
を
比
較
す
る
と
、
心
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
る
の
は
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
。
一
六
六
八
年
に
商
館
長
ラ
ン
ス
ト
右
Ｏ
ｐ
－

の
国
具
言
詞
四
ご
輿
）
、
上
外
科
医
デ
ィ
ル
ク
ス
ゾ
ー
ン
（
シ
ョ
○
具
目
月
爾
圃
・
）
と
下
位
商
人
フ
リ
ー
ト
ｅ
四
ヨ
①
一
ぐ
ゆ
ご
三
目
）
が
大
通
詞
西

（
汎
）

玄
甫
の
た
め
に
署
名
し
た
免
許
状
は
異
例
の
長
さ
で
、
し
か
も
彼
の
こ
と
を
絶
賛
し
て
い
る
。
こ
の
証
明
書
の
内
容
の
要
点
は
、
大
通
詞
西

吉
兵
衛
（
玄
甫
）
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
判
天
連
た
ち
及
び
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
の
外
科
を
十
分
に
会
得
し
、
今
日
ま
で
ド
ク
ト
ル
と
し
て
認
め
ら

れ
、
証
明
書
を
与
え
ら
れ
た
他
の
す
べ
て
の
日
本
医
師
た
ち
よ
り
も
遥
か
に
勝
れ
て
お
り
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
人
外
科
医
と
同
様
な
実
力
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
署
名
を
し
、
且
つ
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
印
章
を
附
す
と
云
う
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
長
期
に
わ
た
り
通

詞
と
し
て
勤
め
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
賛
辞
に
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
が
、
西
玄
甫
は
す
で
に
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
面
識
が
あ
り
、
一

七
世
紀
の
五
○
年
代
、
六
○
年
代
の
歴
代
藺
館
医
と
も
交
流
が
あ
り
、
膨
大
な
資
料
や
、
通
詞
た
ち
が
作
成
し
た
報
告
書
の
写
し
な
ど
も
入

七
世
紀
の
五
○
年
代
、
六
（

手
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

今
日
、
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
交
付
し
た
免
許
状
は
僅
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
受
け
た
嵐
山
甫
安
、
西
玄
甫
、
瀬
尾
昌

宅
、
原
三
信
、
太
田
黒
玄
淡
の
う
ち
、
最
初
の
四
名
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
太
田
黒
玄
淡
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
情
報
は
こ
れ
ま
で

（
弱
）

皆
無
だ
っ
た
。
玄
淡
の
免
許
状
は
す
で
に
一
九
七
六
年
、
長
崎
で
の
蘭
学
資
料
研
究
会
第
一
八
回
大
会
で
発
表
し
た
。
西
医
新
学
の
欧
文
も
、

セ
ピ
ア
の
ペ
ン
字
が
、
日
本
術
芸
の
伝
授
状
に
用
い
ら
れ
る
金
泥
下
絵
を
似
て
装
飾
さ
れ
た
純
国
風
の
料
紙
に
か
か
れ
て
い
る
。
ま
た
当
用

の
和
様
漢
字
文
に
訳
さ
れ
て
、
巻
子
に
装
潰
さ
れ
、
和
と
洋
、
旧
と
新
の
混
渭
、
日
藺
交
渉
の
遺
物
と
し
て
興
味
ゆ
た
か
で
あ
る
。
オ
ラ
ン

ダ
語
の
文
章
は
嵐
山
甫
安
や
原
三
信
の
免
許
状
と
同
様
に
短
い
（
図
１
）
。

太
田
黒
玄
淡
の
阿
藺
陀
外
科
免
許
状
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が
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
デ
ィ
ル
ク
ゾ
ー
ン
は
膏
薬
と
薬
油
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
文
章

は
そ
の
年
の
初
め
、
瀬
尾
昌
宅
に
発
行
し
た
免
許
状
と
驚
く
ほ
ど
似
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
免
許
状
の
標
準
型
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

日
付
は
寛
文
八
年
九
月
に
な
っ
て
い
る
。
九
月
一
日
は
西
暦
で
は
一
○
月
六
日
に
な
る
。

（
調
）

（
イ
瀬
尾
昌
宅
の
免
許
状
）

一
、
此
瀬
尾
昌
宅
江
阿
藺
陀
外
科
一
流

之
膏
藥
井
油
藥
、
其
外
秘
審
之
藥
方
療

治
之
仕
掛
致
二
相
傳
一
候
。
尤
外
科
之
執
行
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強
元
來
内
稽
古
在
し
之
故
、
一
流
之
得
レ
心

無
し
頼
候
。
此
以
後
何
国
仁
而
茂
稽
古
之

通
療
治
可
し
在
し
之
候
。
為
し
其
此
一
巻
遣
レ
之

候
。
以
上
。

寛
文
未
年
丁
未
十
二
月
六
日

阿
藺
陀
外
科

ア
ル
ノ
ヲ
ト
デ
レ
キ
セ
ン
判

右
長
崎
御
奉
行
所
様
御
意
以
二
御
検

使
一
被
二
仰
付
通
事
共
立
合
出
嶋
仁
而

阿
藺
陀
外
科
一
流
不
し
残
稽
古
相
濟
申

候
。
爲
二
證
檬
一
我
上
判
形
仕
候
。
以
上
。

未
ノ
十
二
月
六
日

（
”
）

瀬
尾
昌
宅
老

名
村
八
左
衛
門
（
黒
印
）

西
吉
兵
衛
（
黒
印
）

加
福
吉
左
衛
門
（
黒
印
）

本
木
庄
太
夫
（
黒
印
）

富
永
市
郎
兵
衛
（
黒
印
）

立
石
太
兵
衛
（
黒
印
）

楢
林
新
右
衛
門
（
黒
印
）

（
ロ
大
田
黒
玄
淡
の
免
許
状
）

此
大
田
黒
玄
淡
江
阿
藺
陀

外
科
一
流
之
膏
藥
並
諸

油
藥
、
其
外
療
治
仕
掛
迄

傳
受
候
盧
明
白
実
正
也
。

此
以
後
何
地
仁
而
茂
稽
古

之
通
療
治
可
し
有
し
之
者
也

為
し
其
此
一
巻
相
認
遣
候
。

以
上
。

阿
藺
陀
外
科

安
留
能
不
登
萸
連
起
世
舞

右
長
崎
御
奉
行
所
様

御
意
以
一
一
御
検
使
一
被
二
仰
付
一
通

事
共
立
合
出
嶋
に
而
阿
藺
陀

一
流
外
科
稽
古
無
二
其
紛
一
候
。

爲
二
證
檬
一
各
判
形
仕
候
者
也
。

以
上
。

ｊ
一寛

文
八
戊
申
暦
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玄
淡
が
九
州
の
出
身
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
か
っ
た
。
福
岡
県
で
の
調
査
に
よ
り
、
久
留
米
地
方
で
、
太
田
黒
家
が
存
在
し
た
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
古
賀
幸
雄
が
昭
和
五
○
年
に
発
表
し
た
「
久
留
米
藩
旧
家
由
緒
」
に
よ
れ
ば
、
太
田
黒
家
は
筑
後
国
下
妻
郡
中
折

地
村
に
在
っ
た
。
現
在
の
筑
後
市
に
な
る
。
四
代
目
か
ら
姓
を
溝
上
か
ら
太
田
黒
へ
改
め
た
こ
の
家
は
享
保
の
頃
か
ら
大
庄
屋
を
勤
め
て
い

た
。
一
七
代
目
の
太
田
黒
小
左
衛
門
に
は
玄
淡
と
い
う
息
子
が
い
た
。
さ
ら
に
玄
淡
は
医
師
と
し
て
阿
波
へ
行
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
で
出
自

は
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
嘉
永
四
亥
年

中
折
地
大
庄
屋

溝
上
玄
淡

阿
州
家
中
え
医
術
を
以
仕
官
仕
候
、
其
節
系
図
書
翰
等
持
参
仕
候

十
七
代
太
田
黒
小
左
衛
門

太
田
黒
小
左
衛
門
秀
信
二
男

太
田
黒
玄
淡
の
出
生
地
及
び
生
涯

九
月
吉
祥
日

西
吉
兵
衛

直
能

富
永
市
郎
兵
衛

〔
中
略
〕 太

田
黒
孫
左
衛
門

へへへ

黒花黒
印押印
…ー

旧
家
の
物
類
書
上
五
月

忠
與

本
木
庄
太
夫

榮
久

大
田
黒
玄
淡
老

へへへ

花黒花
押印押
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二
付
、
其
後
家
筋
相
分
兼
候
処
、
曾
祖
父
太
田
黒
孫
七
代
、
右
玄

（
銘
）

淡
孫
元
琳
且
曾
孫
秀
甫
と
申
者
よ
り
太
田
黒
家
系
図
差
贈
申
候
。
」

徳
島
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
徳
島
大
学
附
属
図
書
館
に
『
阿
波
藩
士
の
成
立
吉
井
系
図
』
と
い
う
文
書
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
玄

淡
は
溝
上
家
の
祖
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
文
書
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
わ
か
る
。

（
細
）

徳
音
院
様
御
代
御
召
抱
被
二
仰
付
一
弐
拾
人

御
扶
持
方
二
御
薬
料
銀
五
拾
枚
被
二
下
置
一
、
直
一
一

御
國
許
江
家
族
召
連
罷
越
候
様
被
二
仰
付
一
、

則
御
國
許
江
罷
越
候
。
右
夫
々
年
号

月
日
相
分
不
レ
申
候
。
天
和
元
辛
酉
年
五
月
廿
八
日

（
羽
）

筑
後
國
久
留
米
有
馬
玄
蕃
頭
殿
家
臣

太
田
黒
小
左
衛
門
二
男
二
而
御
座
候
、
後
氏
溝
上
与

（
㈹
）

相
改
浪
人
之
刷
於
二
江
府
一
久
世
大
和
守
殿

御
立
入
仕
、
右
之
御
手
傳
を
以
長
崎
江
罷
越
、

阿
藺
陀
流
直
傳
免
状
取
申
、
其
後
江
府
江

御
結
構
之

罷
越
、

「
成
立

初
代

沸
上
玄
淡
秀
親
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玄
淡
は
太
田
黒
小
左
衛
門
の
二
男
だ
っ
た
。
こ
こ
に
現
れ
る
有
馬
玄
蕃
頭
頼
利
は
承
応
四
二
六
五
五
）
年
か
ら
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年

ま
で
久
留
米
藩
第
三
代
藩
主
だ
っ
た
。
玄
淡
は
溝
上
と
改
名
し
、
浪
人
と
な
っ
て
江
戸
へ
行
き
、
久
世
大
和
守
広
行
（
關
宿
藩
主
）
に
仕
え
た
。

こ
の
老
中
の
勧
め
で
長
崎
へ
行
き
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
を
学
ぶ
。
そ
れ
は
一
六
六
七
年
の
終
わ
り
頃
だ
と
思
わ
れ
る
。
商
館
長
シ
ッ
ク
ス

ｅ
凹
凰
①
一
四
×
）
の
日
誌
に
そ
れ
を
裏
付
け
る
記
述
が
残
っ
て
い
る
。

「
久
世
大
和
様
の
日
本
人
医
師
が
通
詞
を
伴
っ
て
、
我
々
の
外
科
医
に
医
療
指
導
を
受
け
に
来
た
。
老
中
様
に
敬
意
を
表
し
て
承
諾
し
、

（
妬
）

外
科
医
に
は
能
力
と
熱
意
を
尽
く
す
よ
う
命
じ
た
。
」

こ
の
出
島
藺
館
医
は
ア
ル
ノ
ウ
ト
・
デ
ィ
ル
ク
ゾ
ー
ン
で
、
一
六
六
六
年
夏
か
ら
日
本
に
来
て
い
た
。
数
週
間
後
に
は
西
玄
甫
が
先
の
免

許
状
を
手
に
し
て
い
る
。
当
時
、
デ
ィ
ル
ク
ゾ
ー
ン
か
ら
学
ん
だ
の
は
玄
淡
だ
け
で
は
な
い
。
一
六
六
七
年
の
六
月
に
商
館
長
は
老
中
稲
葉

（
稲
）

と
博
多
の
殿
様
の
医
師
及
び
末
次
平
蔵
の
甥
も
外
科
学
を
修
得
す
る
た
め
に
出
島
に
来
た
、
と
書
い
て
い
る
。
玄
淡
へ
の
外
科
教
育
は
一
六

六
八
年
一
○
月
に
免
許
状
の
交
付
に
よ
り
終
了
し
た
。
こ
の
年
、
数
多
く
の
弟
子
を
養
成
し
た
恩
師
の
デ
ィ
ル
ク
ゾ
ー
ン
は
持
病
の
た
め
一

御
意
之
上
、
新
知
高
弐
百
石
被
二
下
置
一
候
。

元
禄
四
辛
未
年
三
月
十
四
日
御
地
方
被
二
下
置
一
候
。

同
七
甲
戌
年
五
月
奉
レ
願
書
術
為
二
修
行
一

（
⑫
）

長
崎
江
罷
越
候
舸
、
銀
子
拝
領
被
二
仰
付
一
御
関
船

被
レ
下
、
同
年
七
月
十
日
出
船
仕
罷
越
、
彼
地

逗
留
中
方
病
氣
二
罷
在
、
生
国
筑
後
江
立
寄

同
年
十
月
十
三
日
病
死
仕
候
、
跡
式
相
續
不

（
鍋
）

し
奉
二
願
置
一
候
二
付
、
近
類
共
方
右
之
趣
長
谷
川
主
計
迄
、

（
“
）

有
姿
申
上
候
。
」
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１
１
１
｜
’
‐
に
ト
ノ
界

史
に
残
し
た
。

阿
波
の
溝
上
医
家
の
元
祖
で
あ
る
太
田
黒
玄
淡
の
出
生
地
や
免
許
状
取
得
の
背
景
な
ど
が
解
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
阿
波
に
お
け
る
蘭
学
の

ル
ー
ツ
が
一
七
世
紀
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
玄
淡
の
免
許
状
が
日
藺
交
流
史
上
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
紅
毛
流
外
科
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
歴
史
的
に
意
義
深
く
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
つ
の
頃
か
玄
淡
は
家
族
と
共
に
阿
波
に
移
り
住
み
、
次
第
に
高
い
信
頼
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
延
宝
六
年
七
月
に
蜂
須
賀
綱
通
が
亡
く

な
り
、
三
年
後
に
は
六
代
藩
主
綱
矩
が
報
酬
を
上
げ
て
い
る
。
元
禄
四
年
に
は
所
領
も
得
た
。
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
五
月
に
彼
が
銀
子
を

拝
領
し
て
殿
様
の
関
船
で
医
術
の
研
修
の
た
め
に
長
崎
へ
赴
い
た
こ
と
も
、
彼
の
出
世
を
色
濃
く
裏
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
玄

淡
は
発
病
す
る
。
死
を
予
感
し
て
い
た
の
か
、
彼
は
故
郷
筑
後
へ
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
、
同
年
二
月
二
九
日
（
元
禄
七
年
一
○
月
二
一
百
）

に
こ
の
世
を
去
る
。
玄
淡
は
跡
式
相
続
に
関
し
て
指
示
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
徳
島
藩
の
四
代
家
老
長
谷
川
主
計
貞
長
が
遺
産
を
管
理

し
、
二
ヶ
月
後
に
玄
球
秀
春
が
父
玄
淡
の
跡
を
継
い
だ
。
玄
淡
の
子
孫
は
幕
末
ま
で
代
々
医
官
と
し
て
活
躍
し
、
溝
上
家
の
名
を
阿
波
の
歴

（
卿
）

六
六
九
年
一
月
八
日
に
亡
く
な
り
、
稲
佐
山
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

「
阿
波
藩
士
の
成
立
書
井
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
玄
淡
は
江
戸
へ
行
き
、
蜂
須
賀
阿
波
守
綱
通
に
「
二
○
人
御
扶
持
方
」
及
び
薬
料
銀

五
○
枚
で
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
綱
通
は
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
か
ら
延
宝
六
二
六
七
八
）
年
ま
で
徳
島
藩
の
五
代
藩
主
だ

つ
搾
姶

結
び
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（
１
）
ロ
四
ｍ
吊
唱
禺
閏
団
四
国
く
臼
》
腿
．
鰐
呂
笥
（
函
．
目
．
○
○
一
①
ロ
ゴ
【
閏
己
①
両
国
画
哩
】
‐
詞
⑦
四
ｍ
厨
叶
い
①
宮
）
戸
己
①
国
匡
詳
○
ｍ
ｍ
扇
堅
国
四
国
ぐ
国
．
》
の
‐
の
吋
画
く
の
ロ
四
ｍ
①
岳
霊

廟
．
）
・
Ｚ
国
島
野
９
．
余
震
（
ｚ
ｇ
①
胃
○
○
号
か
ら
盲
ロ
⑳
Ｎ
Ｃ
○
コ
へ
の
書
簡
、
平
戸
、
一
六
三
一
年
四
月
二
五
日
）
．

（
２
）
言
旦
邑
）
弓
．
叩
く
自
序
ご
国
侭
ご
四
目
］
§
四
口
１
口
囚
○
三
昌
晶
巨
且
函
閏
己
①
宮
．
巨
画
目
〕
○
四
号
閏
砕
冨
日
冨
侭
の
『
（
屋
鵠
‐
弓
急
）
．
冒
島
口
匡
ョ
↓

（
３
）
《
《
○
ロ
ゴ
①
①
Ｑ
①
ロ
の
○
○
口
匡
四
目
ロ
①
ご
巴
行
Ｑ
の
８
房
①
ご
ロ
①
率
①
。
ｍ
Ｑ
①
ご
ず
口
叶
い
①
同
日
①
①
牌
①
吋
口
①
印
両
琶
四
貝
、
昌
冑
Ｑ
①
コ
ヨ
印
①
ヨ
ぐ
画
弓
Ｑ
①
ロ
⑦
○
こ
ぐ
①
局
。
①
巨
司

旨
國
隅
四
日
日
画
［
与
兵
衛
様
］
①
ｇ
く
閏
ｇ
①
具
号
ｇ
・
胃
陥
雨
周
旨
冒
且
ｇ
ｇ
ｇ
目
用
ロ
呂
弓
匡
侭
旨
旨
会
①
８
吊
扇
言
胃
日
○
の
胃
○
目
閏

言
①
の
の
巨
葛
①
Ｈ
ｇ
①
目
①
ロ
頤
司
○
○
房
の
ｏ
巨
再
日
浅
①
ｍ
○
二
Ｑ
①
囚
一
己
同
》
Ｑ
四
①
局
画
①
ロ
胸
①
の
ｏ
三
①
Ｑ
①
ロ
》
①
ロ
Ｑ
①
巴
印
○
○
の
巳
の
×
言
里
的
“
①
局
ご
ゆ
ず
四
口
Ｑ
①
駒
①
①
×
、
巨
い
①
①
再
》

の
○
○
面
①
す
ず
①
①
○
ず
庁
①
Ｈ
《
庁
の
堅
く
①
胃
目
胸
①
尹
己
］
甘
面
言
①
目
旦
①
乏
四
〕
ぬ
の
Ｈ
ロ
ロ
ぬ
ず
①
く
の
ご
言
里
凰
］
口
ぐ
○
○
目
”
四
口
○
戸
の
○
二
Ｑ
の
己
の
目
房
Ｐ
言
凹
め
【
○
く
の
計
四
一
自
国
姉
○
口
め

ロ
四
・
①
忌
煙
昌
二
厨
房
す
①
Ｑ
四
口
ｏ
戸
①
口
・
》
》
ｚ
胃
５
．
画
巴
シ
月
三
国
（
ｚ
シ
）
）
ｚ
甸
］
＄
（
ロ
四
四
①
四
里
閏
固
里
旨
国
》
岸
巨
．
晟
望
１
ｓ
．
旨
．
晟
紹
）
》
匡
司
・
晟
闇
．

（
４
）
｛
的
○
コ
ｑ
四
ｍ
画
穴
○
ユ
コ
四
四
門
○
口
め
い
①
嵌
○
匡
旦
①
昌
日
己
Ｑ
四
ｍ
写
の
尉
巨
四
座
の
○
具
Ｑ
Ｑ
〕
⑦
○
こ
ぐ
の
Ｈ
ロ
①
巨
吋
巴
庁
○
口
の
①
８
庁
弄
の
ご
日
２
ｍ
の
穴
⑦
円
両
で
四
己
切
の
Ｑ
○
ｇ
○
○
局

（
ゴ
ー
の
引
く
○
○
Ｈ
の
ロ
Ｒ
口
①
の
『
『
自
国
の
一
ｍ
ｍ
①
○
寓
①
⑦
『
庁
ず
弓
寓
目
〕
］
ご
》
①
ロ
く
①
Ｈ
庁
丘
○
○
国
。
①
ロ
ワ
ミ
①
①
ず
○
①
○
穴
①
ロ
ー
コ
ロ
○
匡
・
①
ロ
”
す
①
ご
ロ
①
Ｑ
①
頤
①
国
①
①
の
穴
○
己
の
骨
①
○
つ
Ｑ
の

両
日
○
官
の
①
‐
言
号
〕
ｇ
①
９
８
日
。
ａ
扇
ぐ
目
号
ロ
○
○
日
日
二
ｍ
の
胃
扇
《
庁
鯉
、
蚕
侭
○
号
口
国
の
［
井
上
筑
後
守
政
重
］
く
四
口
○
易
ｇ
Ｏ
ｇ
の
月
三
日
晶
旨

Ｈ
①
旦
堅
二
○
戸
タ
『
里
の
○
ロ
①
の
ロ
”
の
ぐ
囚
庁
の
ご
Ｑ
①
。
］
の
庁
ゴ
ロ
一
己
○
コ
の
①
岡
芹
○
斤
穴
①
己
○
ぐ
①
【
ぬ
①
の
①
庁
庁
①
ゴ
①
す
ず
の
己
》
○
ぐ
①
Ｒ
の
ロ
庁
×
ず
①
胸
①
の
吋
旦
①
．
昌
言
ｑ
の
コ
コ
“
①
Ｒ
ｐ
ぐ
四
国
頤
①
Ｒ
貝

の
○
こ
く
①
国
吊
匡
目
Ｑ
ｇ
ｑ
朋
の
き
①
目
①
ｑ
①
。
四
四
門
］
の
○
○
己
の
日
①
ロ
の
ロ
島
①
四
画
ご
く
Ｏ
Ｃ
Ｒ
員
○
○
ヨ
ヨ
扇
の
四
国
の
○
ぐ
囚
行
く
①
吊
口
い
○
匡
口
ゆ
の
ロ
○
ｎ
ケ
目
○
輿
①
ご

画
一
ぐ
○
○
『
①
。
ぐ
四
口
ぐ
○
○
『
ｍ
Ｎ
ｏ
ｐ
ｍ
①
ぽ
①
里
【
己
①
①
切
庁
①
局
Ｏ
ｐ
Ｑ
①
Ｈ
庁
里
〕
○
六
①
ロ
庁
〉
①
ロ
・
の
菖
国
の
”
里
二
○
×
口
〕
の
一
口
昌
一
己
宜
四
口
庁
寺
田
〕
○
戸
の
己
芦
口
函
ご
ず
①
く
の
牌
旨
写
庁
尹
５
円
。
①
貝
・
画
什

画
一
夛
田
庁
ご
昼
里
ぐ
○
○
円
の
国
Ｑ
ｏ
ｏ
毎
○
○
『
Ｑ
話
ロ
四
四
口
、
四
①
ロ
Ｑ
①
匡
目
言
ロ
ー
ぐ
①
『
⑳
の
底
①
四
匡
庁
①
口
【
①
ご
○
ご
ロ
①
禺
夕
品
の
①
。
⑦
国
胆
堅
①
の
岡
芹
ゴ
四
ロ
ユ
①
》
四
目
庁
砂
○
で
門
①
○
ゴ
庁
堅
二
○
戸
の
ロ

ロ
四
画
吋
国
ニ
ロ
ゥ
①
の
庁
①
穴
①
ロ
。
届
ぬ
の
旦
四
の
ロ
ニ
ミ
煙
〃
①
。
・
の
、
一
面
○
①
グ
ミ
①
皀
目
の
穴
圃
巨
二
○
×
ぐ
○
○
局
【
巨
邑
目
四
再
○
○
の
①
の
ご
く
局
の
①
員
〕
Ｑ
①
の
口
・
の
○
国
ｍ
の
凰
責
ロ
ロ
①
く
①
門
○
］
四
軋
昌
ｍ
茸

四
○
写
庁
か
巳
①
臼
①
Ｈ
ゴ
巴
ぐ
①
．
○
○
○
戸
”
四
①
国
］
四
命
、
①
す
①
Ｑ
①
ロ
ゴ
ｍ
Ｑ
Ｑ
ｐ
の
○
○
面
①
①
蔀
庁
①
）
骨
①
○
す
庁
①
Ｈ
君
国
〕
昌
い
す
【
ロ
○
ぬ
の
ロ
ゴ
の
旨
①
員
試
ロ
“
四
局
Ｑ
①
ウ
①
ｍ
①
①
風
①
三
①
ゴ
ロ

Ｑ
＄
く
○
日
間
“
⑦
○
巨
ぐ
関
口
の
匡
勗
ョ
○
①
扇
己
ぐ
○
国
○
①
ロ
．
ご
ｚ
少
．
ｚ
司
当
弓
（
ロ
画
唱
①
噛
の
討
吋
ロ
ｇ
目
白
ｍ
・
障
旨
．
扇
囲
ｌ
蹟
．
己
．
勗
雪
）
叫
匡
』
岳
雪

（
５
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
九
州
大
学
蔵
の
『
阿
藺
陀
伝
外
科
類
方
』
今
阿
蘭
陀
外
科
正
伝
』
）
と
向
井
元
升
に
つ
い
て
」
『
比
較
社
会
文
化

研
究
科
紀
要
」
第
二
号
、
七
五
頁
～
七
九
頁
、
一
九
九
六
年
。

注
・
参
考
文
献

三
目
９
２
．
邑
邉
》
弓
肖
霞
蔀
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ぐ
①
国
①
ロ
、
罫
①
口
匡
ロ
・
ぐ
の
耐
国
匡
ｏ
言
の
。
⑦
一
肘
Ｑ
①
禺
己
》
、
ぐ
○
ご
園
閏
ご
尉
○
の
面
①
ご
哩
尉
。
①
吋
己
、
く
ｇ
昌
⑦
①
の
。
毒
○
ｍ
①
ロ
①
ロ
⑦
］
厨
Ｑ
①
『
ロ
・
べ
く
○
コ
⑦
の
の
、
ゴ
ヨ
ヰ
①
ロ
①
ロ

⑦
澤
①
Ｑ
関
口
．
、
く
○
ご
く
①
ブ
ミ
巨
口
鼻
①
己
哩
①
ロ
の
穴
の
ご
口
、
く
○
ロ
ロ
○
蔀
⑦
ロ
①
ロ
①
目
巨
貝
①
ご
匡
自
日
ｍ
①
の
ｏ
ゴ
ミ
○
一
一
①
ロ
の
ロ
の
、
豈
睡
Ｑ
の
国
、
ぐ
○
口
目
α
旦
晨
の
己
の
口
皇
ご
巨
邑
Ｑ
①
ロ
、

く
○
自
国
昌
厨
訂
一
言
ご
頤
言
匡
口
鼻
貢
睡
。
の
江
①
冒
巨
ご
号
勺
巳
く
閏
庁
⑩
の
ぎ
匡
口
胸
①
口
、
く
○
コ
シ
口
角
置
唾
①
具
く
○
目
印
胃
ご
宮
○
国
①
ロ
匡
口
・
圃
具
巴
］
①
具
く
○
二

巴
一
円
一
の
】
ぬ
凰
①
言
匡
ｎ
面
①
己
”
①
ご
『
①
。
ケ
①
己
巨
ご
Ｑ
ｍ
ｏ
ゴ
嘩
旦
①
己
さ
く
○
コ
【
Ｈ
四
球
厨
［
ゞ
］
ご
室
月
穴
巨
。
”
巨
巨
・
国
侭
の
ｐ
ｍ
ｏ
壷
四
津
庁
旦
①
目
勺
動
画
胃
①
こ
ぐ
○
国
勺
国
①
ロ
四
国
関
‐

巨
口
胸
巨
口
骨
圃
匡
吋
旨
胃
匡
口
館
・
閏
弔
。
四
胃
の
こ
ぐ
○
口
シ
巨
宇
Ⅱ
昌
己
国
昌
甘
言
口
口
ｍ
Ｑ
四
一
言
閏
ｏ
云
い
圃
耳
①
》
》

（
明
）
三
門
胃
」
ゞ
言
．
即
く
○
ご
Ｆ
凰
罵
億
口
四
号
］
眉
目
》
ロ
匡
或
．

（
略
）
国
〆
四
目
２
号
円
。
ご
局
言
唱
①
ゞ
國
旦
の
ｇ
く
①
侭
且
①
風
ロ
○
日
三
円
．
○
○
目
①
房
函
角
一
⑳
園
巴
叫
冒
の
旨
行
く
①
ロ
。
ご
目
侭
旨
号
司
ぐ
①
目
］
四
⑦
ａ
①

○
○
○
℃
里
四
口
《
三
国
ロ
ロ
①
ぎ
匡
吋
ｍ
ゴ
ヨ
Ｎ
①
①
毎
回
・
庁
．
ｍ
①
⑦
吋
口
匡
庁
①
。
Ｑ
①
島
①
。
輿
①
唇
○
六
巴
晨
①
〕
○
コ
”
の
。
声
望
禺
匡
局
ぬ
く
己
の
①
。
Ｑ
①
芦
己
の
○
Ｑ
の
同
宜
①
冨
庁
巳
①
屋
四
の
Ｈ
す
①
胸
①
ぐ
①
邑

目
○
○
呉
○
津
①
尋
①
胃
‐
冒
島
①
。
．
ロ
①
弓
号
ａ
ｇ
ｐ
白
鳥
》
ぐ
目
ぐ
①
里
の
箇
昌
ｇ
答
①
⑳
畠
ぐ
の
耳
烏
〕
シ
ョ
の
扇
ａ
画
目
［
：
］
屋
急
．
人
気
の
高
い
こ
の
問
答

式
試
験
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ド
イ
ツ
語
に
も
訳
さ
れ
た
自
〆
自
己
の
ロ
○
三
日
晶
国
①
○
：
Ｈ
号
吋
弓
匡
且
‐
Ｐ
再
圃
。
①
己
己
刃
侭
巨
且
シ
ロ
冒
自
目
巨
の
四
日
日
２

ｍ
の
茸
、
的
①
ロ
ロ
巨
月
面
冨
．
ｏ
Ｏ
Ｈ
ｐ
の
一
言
冒
函
閏
一
の
．
ｚ
堂
『
ロ
ゴ
①
門
、
届
認
）
・

（
Ⅳ
）
《
《
凶
旨
四
口
・
閏
日
画
①
一
ョ
里
巨
曽
一
の
ぬ
い
①
ロ
弓
①
ｍ
の
。
《
庁
冒
の
ロ
四
『
囚
の
ご
Ｑ
①
門
日
①
昌
旦
言
①
ロ
く
○
○
吋
鯉
の
富
国
ｍ
ｏ
Ｑ
ｏ
ｐ
弓
①
目
輿
く
○
○
『
の
ｏ
胃
の
ぐ
①
ｐ
Ｑ
ｏ
ｇ
ｏ
ｏ
Ｒ

の
旨
の
旨
①
ご
竺
旦
①
８
房
一
〈
の
ご
す
①
的
侭
ず
い
の
雪
①
①
輿
・
》
》
ｚ
Ｐ
》
ｚ
甸
］
＄
（
ロ
四
ｍ
『
①
四
異
国
ロ
の
〕
一
日
画
晟
閉
ｌ
畠
認
）
伽
目
画
勗
認
．

（
肥
）
両
ロ
胸
①
弓
①
風
穴
四
の
日
耳
①
蜀
西
の
自
侭
①
の
］
四
℃
四
口
．
函
①
国
屋
絡
①
、
の
ず
①
。
く
○
国
呈
昌
○
一
付
四
コ
”
三
局
ゴ
里
匡
ご
Ｑ
國
冑
の
ロ
・
］
・
弓
閏
弓
蔚
一
・
巨
呂
、
旨
冒
く
閏
両
明

夛
自
画
目
○
ず
の
Ｐ
四
つ
つ
］
》
国
四
口
Ｑ
二
℃
ｐ
ｍ
Ｉ
式

（
岨
）
ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
カ
ス
・
ハ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
と
カ
ス
パ
ル
流
外
科
（
１
）
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
四
二
巻
第
三
号
、
一
九

（
四
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
。
ご
膳

九
六
年
、
五
四
～
五
九
頁
。

（
別
）
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
（
一

（
皿
）
ご
室
旨
四
四
〕
鼻
の
ぐ
印
ご
詞
①
⑳
閏
〕
号
違
ご
言
①
日
諦
口
の
⑦
①
画
四
哩
吊
一
舌
四
，
印
・
ｇ
ｏ
ｏ
異
‐
冒
島
の
ｏ
ほ
め
Ｑ
）
ヨ
ロ
四
四
巨
①
（
ぢ
ぽ
胃
●
の
団
戸
員
の
ご
‐
Ｑ
）
自
営
○
貝
①
ロ
ヨ
シ
国
芯
．

シ
日
興
曾
竺
閏
貝
ご
一
侭
の
ぐ
の
ユ
一
国
①
す
“
の
再
》
ご
堂
・
》
で
＆
霞
．

（
塊
）
《
阜
一
『
ご
Ｏ
ｐ
Ｑ
①
Ｒ
●
ぬ
①
の
。
昏
司
の
ぐ
の
ｐ
ｍ
２
Ｅ
］
ぬ
①
ロ
の
口
旦
①
四
群
①
異
の
Ｒ
①
ご
く
○
○
門
・
の
ぎ
四
①
Ｈ
ご
風
茸
）
旦
國
庁
Ｑ
①
。
』
四
℃
四
ヨ
ロ
①
Ｈ
ｍ
Ｑ
国
囚
巨
庁
○
一
５
閏
〕
》
島
の
弓
四
四
‐
ぐ
四
国
Ｑ
①

至
珊
」
で
↑
の
る
○

（
元
禄
九
年
刊
）
及
び
「
阿
藺
陀
外
科
書
」
（
京
都
大
学
、
富
士
川
文
庫
）
の
よ
う
な
数
々
の
写
本
に
見
ら
れ
る
「
外
科
総
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（
錦
）
古
賀
幸
雄
編
『
久
留
米
藩
旧
家
由
緒
害
」
久
留
米
郷
土
研
究
会
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
、
五
一
～
五
二
頁
。

（
調
）
久
留
米
藩
第
三
代
藩
主
、
有
馬
玄
蕃
頭
頼
利
。
承
応
四
（
一
六
五
五
）
年
～
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
ま
で
務
め
る
。
下
中
邦
彦
篇
『
日
本
人
名

大
事
典
』
東
京
、
平
凡
社
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
、
一
五
一
頁
。

（
靴
）
下
総
国
関
宿
城
主
、
久
世
大
和
守
広
之
。
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
二
月
二
三
日
～
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
八
月
一
五
日
ま
で
若
年
寄
。
寛
文

三
（
一
六
六
三
）
年
八
月
一
五
日
～
延
宝
七
二
六
七
九
）
年
六
月
二
五
日
ま
で
老
中
を
務
め
る
。
こ
の
時
は
恐
ら
く
老
中
で
あ
ろ
う
。
「
国
史
大

辞
典
・
四
」
東
京
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
四
）
年
、
七
九
四
頁
。

（
虹
）
徳
島
藩
五
代
藩
主
、
蜂
須
賀
阿
波
守
綱
通
。
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
～
延
宝
六
二
六
七
八
）
年
ま
で
務
め
る
。
同
年
七
月
晦
日
没
。
井
上
隆

明
編
『
江
戸
諸
藩
要
覧
」
東
京
、
東
洋
書
院
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
四
）
年
、
二
六
二
～
二
六
三
頁
。

（
師
）
「
通
航
一
覧
」
で
は
、
「
瀬
尾
昌
琢
」
と
な
っ
て
い
る
。
国
害
刊
行
会
編
『
通
航
一
覧
」
東
京
、
国
書
刊
行
会
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
、
巻
二

（
調
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

鴨
ｎ
ｏ
ご
ｍ
己
閏
馬
再
号
閉
①
房
８
日
昂
ｇ
帰
己
侭
ｇ
普
①
骨
号
閏
農
①
且
①
。
’
胃
ｇ
①
夛
昌
号
回
附
写
ｇ
固
冒
号
①
畠
①
彊
弐
①
月
言
筐
ｇ
朋
目
己
閏
①
ロ
）

彦
○
巨
旦
①
己
の
邑
旦
①
己
Ｈ
○
口
】
○
ぐ
①
周
①
ロ
Ｑ
①
く
○
○
Ｈ
ユ
①
ロ
○
℃
己
の
吋
印
庁
①
口
ぐ
四
二
四
一
房
］
四
℃
ｍ
ｐ
ｍ
①
Ｑ
○
○
庁
○
目
①
ロ
》
Ｑ
討
白
言
①
二
○
房
再
胃
口
〕
ロ
〕
①
問
の
の
○
○
ぐ
①
里
庁
ｄ
己
の
①
吋

穴
①
ロ
昌
朋
①
己
君
再
》
ぐ
Ｏ
９
Ｑ
①
儲
ご
く
四
コ
里
函
巳
匿
ご
口
①
３
ロ
ヨ
・
＄
角
君
胃
］
開
８
庁
Ｑ
ｏ
ｇ
ｇ
Ｈ
蝿
①
冒
画
①
の
胃
の
ご
ロ
①
ご
①
号
①
く
①
ロ
９
口
い
①
急
Ｃ
ａ
①
己
①
ロ
・
の
ロ
呉

○
門
ご
門
口
の
。
○
○
す
ぐ
①
の
一
①
の
ロ
ウ
当
の
○
己
・
①
員
①
門
①
①
Ｑ
①
ロ
①
巨
庁
①
【
○
○
．
芹
①
Ｒ
ご
ロ
一
画
感
①
の
庁
司
①
、
穴
の
己
旦
の
口
①
尉
ゴ
四
｝
ぐ
の
四
］
］
①
Ｑ
①
当
四
℃
四
口
の
①
○
℃
・
の
印
①
Ｈ
目
印
目
』
①
Ｈ
①
”
①
，

ｐ
Ｈ
○
ョ
○
ぐ
①
四
・
①
Ｑ
ｏ
ｇ
ｇ
昂
。
Ｑ
①
ロ
日
①
９
ｍ
①
ご
○
①
日
旦
①
ご
【
一
目
弓
①
昌
○
①
ｇ
四
角
く
○
○
門
ロ
ゴ
①
す
ず
①
巨
蔚
印
巳
詳
①
ご
》
国
云
①
ご
ロ
①
口
四
の
ご
耐
自
国
ロ
①
己
の
ロ
ロ
①

Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
胸
四
①
ロ
の
Ｑ
①
で
門
①
由
①
Ｈ
四
口
の
①
○
串
ぐ
○
○
『
の
再
営
ご
”
の
一
口
庁
》
匡
ご
耳
の
ご
く
四
目
望
］
ロ
“
Ｑ
ぐ
ご
の
庁
○
ぬ
①
『
①
ロ
・
画
①
月
毎
す
①
面
○
○
門
芹
．

シ
匡
吊
胸
①
伽
①
ぐ
①
口
四
己
①
８
台
ウ
の
穴
国
、
言
言
い
ロ
①
。
①
滞
日
ｇ
ｏ
ロ
附
加
ｇ
ご
ｏ
ｇ
話
宮
四
コ
崖
①
①
穴
四
〕
①
ロ
号
砿
○
○
口
５
“
”
昌
鴎
、
三
四
℃
す
の
天
国
の
言
］
唱
ゞ
扁
口

○
○
日
目
○
吋
①
ｚ
ｍ
ｐ
ｍ
四
の
煙
の
戸
胃
Ｑ
①
の
①
邑
肥
．
許
す
局
匡
四
且
晟
監
．

○
○
易
国
貝
冒
詞
四
口
異
口
四
昌
堅
く
四
国
三
国
シ
目
○
匡
口
胃
爾
圃
菖
．
こ
の
文
書
は
出
典
不
明
な
が
ら
古
賀
十
二
郎
の
「
西
洋
医
術
伝
来
史
」
形
成
社
、

昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
、
六
九
頁
に
載
っ
て
お
り
、
西
家
の
所
蔵
と
思
わ
れ
る
。

（
妬
）
杉
立
義
一
「
太
田
黒
玄
淡
の
和
蘭
医
術
免
許
状
」
蘭
学
資
料
研
究
会
、
第
一
八
回
大
会
抄
録
、
長
崎
一
九
七
六
年
八
月
一
八
日
。

五
○
、
三
二
一
頁
。
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（
妬
）
ｚ
Ｐ

（
蛇
）
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
の
長
崎
奉
行
は
、
山
岡
景
助
、
宮
城
和
澄
、
近
藤
用
高
の
三
人
。
長
崎
代
官
は
、
延
暦
四
二
六
七
六
）
年
に
末
次
平

蔵
茂
朝
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
て
、
以
後
若
年
寄
が
代
官
事
務
を
代
行
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
媚
）
徳
島
藩
四
代
家
老
。
長
谷
川
主
計
貞
長
承
応
三
（
一
六
五
四
）
～
宝
永
五
（
一
七
○
八
）
年
。
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
に
家
督
を
継
ぐ
。
『
徳
島

県
百
科
事
典
」
徳
島
、
徳
島
新
聞
社
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
、
八
○
六
頁
。

（
“
）
「
阿
波
藩
士
の
成
立
害
井
系
図
」
徳
島
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

（
媚
）
《
↑
ぐ
①
勗
、
亘
］
昌
邑
①
魚
①
国
の
Ｑ
①
目
○
房
①
。
》
開
国
営
四
つ
鼬
自
用
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TheSurgicalLicenseofOtaguroGentanandltsBackground

WolfgangMICHELandSUGITATSUYoshikazu

AfterthebirthofCaspar-stylesurgery(kasuparu-ryageka)duringthel650s,forabout

threedecades,certificatesissuedbysurgeonsoftheDutchEastlndiaCompanyproveduseful

tothosepursuingacareerasa<Western-stylephysician'.Fiveofthese@diploma'have

survivedtheravagesoftime.Fourofthefivebeneficiariesarewellknown.Aninvestigation

inNorthernKyushuandShikokubroughttolighthistoricalrecordsthatclarifythehitherto

unknownbackgroundofthefifthone,OtaguroGentan.GentanwasthesecondsonofOtaguro
Sh6zaemon,avillageheadmanintheprovinceofChikugo.Withnoprospectsofsucceeding

hisfather,hewenttoserveintheresidenceofKuzeHiroyukiinEdo.Thispowerfulimperial

councillorsuggestedaneducationinWesternsurgeryattheDutchtradingpostinNagasaki.

TheinstructiongivenbyArnoldDirckszceasedinOctoberl668whenheissuedacertificate.

Afterhis$graduation',OtagurowenttoEdoagainwherehewasemployedbyHachisuga

Tsunamichi,theyoungrulerofAwa.HechangedhisnametoMizogami,andforgenerations

thesonsofhisfamilyservedasphysicianstotheHachisugafamily.Gentanwastreaedwith

greatgenerositybyTsunamichiandhissuccessorTsunanori.1n1694,hewasevengranted

useofTsunamori'spersonalshiptotraveltoNagasakiforfurthermedicalstudies.But

Gentansoonfellillandafterabriefvisittothevillageofhisancestors,hediedattheend

ofthatsameyear.
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